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県央医療圏

病床機能区分
2024年度

病床機能報告
結果

2025年度
必要病床数

必要病床数
との比較 過不足状況

回復期
1,235 1,852 △617 不足

慢性期
1,052 1,239 △187 不足

令和6年度病床機能報告結果
【基準日：令和6年7月1日 報告時期：令和6年10月～11月】



相模原医療圏

病床機能区分
2024年度

病床機能報告
結果

2025年度
必要病床数

必要病床数
との比較 過不足状況

回復期
412 1,710 △1,298 不足

慢性期
2,256 2,413 △157 不足

令和6年度病床機能報告結果
【基準日：令和6年7月1日 報告時期：令和6年10月～11月】



2026年4月以降 病床機能転換計画

回復期リハビリ
テーション病棟

80床

医療療養病棟
119床

介護医療院
44床

回復期リハビリ
テーション病棟

127床

医療療養病棟
72床

2026年3月
2026年4月
（予定）

47床増

47床減

243床

199床

44床閉鎖

回復期リハビリ
テーション病棟

80床

医療療養病棟
119床

2026年6月
（予定）

199床
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